
 

〈つるけんたろうさんしょうかい〉 

つるけんたろうさんは、尾道に残された町家を再生して

「あなごのねどこ」というお店を設計工事された人です。

「あなごのねどこ」は、もともと空き家でした。そして、

つるけんたろうさんは、「空き家を再生して住むことが安

い」という考えで住まれました。 

 

〈つるけんたろうさんのインタビュー内容〉 

つるけんたろうさんにインタビューした内容をお伝えします。 

Q１．どうして尾道へ来られたのですか。 

A１．大学が福山で、そこから尾道へ来た。おもしろそうだったから。 

 

 

Q２．尾道の空き家のことをどう思われますか。 

A２．空き家の多さにびっくりしました。 

 

 

Q３．どうして空き家を再生して住もうと思われたのですか。 

A３．空き家を住たくやゲストハウスに直すのを自分でやったらお金が安い

から。直して住んだら自分の好きなことができるからです。 

 

このホームページを書いて思ったことは、つるけんたろうさんは、尾道が「おもしろそう」ということで尾

道へ来られて、空き家を自分の手でゲストハウスに直されたからすごいと思いました。つるさんは、空き家再

生は「わくわくして楽しいですよ。」と言われていたので、ぜひ、みなさんも尾道へ来てみて、空き家を再生し

て住んでみてください。きっと楽しいですよ。 

  ぜひほかのページもみて下さい。 


